
 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年度予算を審議する

横浜市会定例会が３月２3 日

に閉会しました。予算特別委員

会において黒川まさる市議は、

港湾局と建設局に対して質疑

を行いました。港湾局に対して

は『海洋都市横浜』を目指した

新たな港湾整備や海洋環境の

保全の取り組み、建築局に対し

ては『多世代居住』を切り口に

人口減少に歯止めをかける対

策などを中心に議論しました。 

 

 

 

Ｑ：山下ふ頭は二期に分けた再

開発計画から全体を一体開発

する計画に舵を切り替えたが、

平成３０年代後半の全体供用

という目標は変わらないか。 

Ａ：移転協議が一部遅れている

が、同一の開発主体がスピード

感をもって取り組んでもらえ

れば一体感のある開発が進め

られる。目標年次は変えない。 

Ｑ：今後舗装された大きな更地

が出来る。ラグビーW杯・東京

オリパラを始め、野外ライブや

市街地レースなどのビッグイ

ベントに活用し、その後の開発

の呼び水にするべきだ。 

A：開発工事などに支障がなく、

可能であれば、様々なイベント

などで活用していきたい。 

Q：暫定利用のひとつとして、

ラグビーＷ杯や東京オリンピ

ックの時にホテルシップ専用 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸壁として観戦客の宿泊 

に客船を活用すべきだ。 

A：現在、国との協議を進めて

おり、間に合うのであればラグ

ビーＷ杯から活用したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：大水深・高規格・高度な流

通加工機能を持つ１４０ｈａ

の新たなふ頭を本牧沖に作る

必要性・需要があるのか。 

Ａ：コンテナ船の大型化、船会

社の再編成による絞り込み、建

設残土の受け入れなどを考え

ると横浜港の将来を見据えた

新たなふ頭整備は必要。 

Ｑ：埋め立て予定地では漁業も

操業しているが漁業補償に対

する考え方はどうか。 

Ａ：当該水域では漁業が行われ

ており、国の基準に則って漁業

組合などと協議を進める。 

Ｑ：本牧海釣り施設は大きな影

響を受けるが、各地の施設は盛

況で、金沢区も含めて海釣り施

設の再整備を検討すべきだ。 

Ａ：安全に海釣りを楽しみ、横

浜の海に親しんでもらうこと

は大切。金沢区も含めた市内の

施設の再整備を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：世界トライアスロンシリー

ズのカーボンオフセット、砂浜

再生を目指す『ともはま会』、

ＤＡＳＨ海岸で有名な『海辺づ

くり研究会』、山下公園や野島

海岸の清掃や海洋資源観察を

行う『海をつくる会』など様々

な活動をどう支援しているか。 

Ａ：様々な取り組みを環境創造

局と連携して支援しており、水

質や海辺環境の改善や多様な

生物の生息などが進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：金沢漁港の『海産物フェス

タ』、柴漁港の『さかなフェア』、

獲れたアナゴの小学校給食へ

の提供、週末のアナゴ天丼など

漁業者も地域貢献活動や豊か

な海づくりの啓発に努力して

いるが今後の展開はどうか。  

Ａ：市民に開かれた漁港の活用、 

市民団体などの活動の支援、浅

場や藻場の造成による水産資

源の確保、生物共生型護岸の整

備などできれいで豊かな海づ

くりを推進していく。 
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Ｑ：臨港パーク～新港地区～赤

レンガ～象の鼻パーク～山下

公園の水際線の遊歩道を整備

して信号や自動車を気にせず

にランニングや散歩やデート

が出来るようにしてはどうか。 

Ａ：都心臨海部の回遊性を高め、

来街者が増え、観光客が歩いて

楽しめるよう遊歩道やランニ

ングルートの整備を進める。 

Ｑ：横浜市から賃借契約だった

土地を購入し、秋から建て替え

工事が始まるベイサイドマリ

ーナのアウトレット施設では

Aozora Factory との連携な

どを進め、地域貢献を重視した

施設として南部市場や八景島

との回遊性も図って欲しい。 

A：マリーナの魅力も加味して

地域に根差した観光集客施設

となるよう、他の施設との連携

を促すなど行政としても出来

る限り協力していく。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：ヨットやカヌーなどの練習

やイベントも増えており、安全

な棲み分けを図って欲しい。 

Ａ：水域を分け、安全対策の内

容を確認後、許可を出している。 

Q：羽田や都心からも近い金沢

区臨海部の観光インバウンド

需要をもっと強化すべきだ。 

A：旅行会社などにプロモーシ

ョンを重ね、西区・中区から、

ベイサイド地区や八景島、柴や

金沢の漁港まで臨海部の観光

インバウンドを強化していく。 

 

 

 

 

 

 

 

Q：多世代居住や住宅再生を推

進するために、企業・大学・地

域などが連携して市内四か所

で進めてきた『持続可能な住宅

地推進プロジェクト』を、地域

特性に応じて区局横断的に市

内各地で取り組むべきだ。 

A：金沢区での職住近接や旭区

の地域交通との連携など地域

特性に応じて高齢者施設や子

育て施設を組み込みながらエ

リアマネジメントを進め、各区

や経済局・交通局・道路局など

と連携し、全市展開していく。 

 

 

Q：高齢世代が抜け始め、賃貸

物件を中心に空室が増えてい

る並木団地の空室に、若い世代

に入居してもらい多世代居住

を実現する取り組みとは。 

 

 昨年の秋に熊本を視察 

した際に熊本城の震災か 

らの復興を祈って、黒川市議は

一万円を寄付させていただき

ましたが、友人でもある大西一

史市長からのお礼の手紙とと

もに立派な城主証と城主カー

ドが送られて 

きました。 

この城主カード 

を熊本の飲食店 

やお土産屋さん 

で見せると様  々

なサービスを受 

けることが出来 

るそうです。 

 

 

 

 

 

A；ＵＲや横浜市立大学などと

も連携し、地域交流の場を作る

とともに、産業団地とのお試し

入居や、親族が転居してくる際

の賃料減免などを行っている。 

Q：ＵＲと横浜市や神奈川県の

住宅供給公社で結成した『よこ

はま団地再生コンソーシアム』

では、地域の声に耳を傾けると

ともに高止まりの賃貸マンシ

ョンの値下げなども話し合っ

て欲しい。 

Ａ：各団体での取り組みの成果

を共有して進めていくがそれ

ぞれの地域の特性にも留意し

て議論を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと 

納税のスキ 

ームを活用 

して、お城 

の復旧工事、 

市内の店舗 

の振興、熊 

本観光のアピール、寄付者の満

足感など、わずかな投資で大き

なリターンをもたらす素晴ら

しいアイデアです。また熊本に

行かなくちゃって思っちゃい

ますよね。 



 

 

Q：横浜市内に71000戸ある

昭和５３年以前の旧耐震基準

の老朽マンションの建て替え

はなぜ進まないのか。 

Ａ：駅前などの好立地で、容積

率に余裕がある物件は合意形

成しやすいが、多くは建設時と

所得環境も変わり、高齢化が進

み、合意形成が困難である。 

Ｑ：震災対策や地域の治安のた

めにも行政が建て替えを進め

る支援をすべき。高齢者にはサ

ービスの行き届いた施設への

転居情報を提供するなど、踏み

込んだ支援をするべきだ。 

Ａ：管理組合が建て替えを検討

するためのアドバイザー派遣、

居住者が将来像を共有するた

めの専門家派遣、耐震補強・改

修・建て替えなどの計画策定費

用や工事費への補助金支給な

ど様々な支援をしている。 

 

 

Ｑ：丘陵部の住宅街の建築協定

を見直して、若い世代が手に入

るように規制緩和するとか、臨

海部工業地域の環境を脅かす

ような業種を排除する規制を

かけるとか、工場跡地を大規模

マンション群に転換するなど、

地域ごとの将来像をしっかり

描いて戦略的に土地利用誘導

を行政が主導しなければ野放

図な街並みになってしまう。 

Ａ：関係者が将来を見据えてそ

の土地の活用を検討する開発

調整会議を、もっと早い段階か

ら多くの関係者が集って行う

土地利用総合調整会議に発展

させて、未来のための土地利用

を早期からしっかり議論して

政策誘導できるようにする。 

 

 

 

 

横浜市では昨年度から学校図

書館に司書を全校配置し、読書

教育を強化しています。子ども

青少年教育常任委員会に所属

する黒川市議は、同委員会の山

本・伏見両市議を誘い、戸塚区

の飯島中学校と磯子区の洋光

台第二小学校の学校図書館司

書の取り組みを視察しました。 

 飯島小学校の図書館司書の

先生は司書資格を持ち、授業と

の連携、教師に向けたレファレ

ンス、生徒たちへの読書教育や

調べ学習、そして学校図書館の

管理運営と仕事は多岐にわた

ります。調べ学習などの成果は

次に学ぶ生徒たちのためにし

っかり保存・管理されていまし

た。「何か困ったことがあった

ら図書館に行くという空気に

なってきたね。」と先生たちか

ら言われているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大震災を想定して、東京・浜

松・山梨・三重・茨城から消防

ヘリが集結しての訓練が金沢

ヘリポートで行われました。情

報収集・救助活動・消火活動・

物資運搬など空からの機動力

は力を発揮します。そのために

は訓練の積み重ねが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洋光台第二小学校は、図書館

ではなくメディアセンターと

いう名称で図書館とパソコン

教室を兼ねた造りになってい

ました。木材を多用し、ステー

ジがある図書館は読み聞かせ

などには適しています。冬に関

する本を読もうという一年生

向けの授業を見学しましたが、

子供たちは様々な本を読み、読

書記録を付けていました。図書

委員や先生たちの推薦図書の

ディスプレイも、子供たちが興

味を持つ工夫がありました。 

 司書資格は、中学校では必須

と思いましたが、小学校では司

書資格よりも子供たちを惹き

つける魅力やセンスが重要な

ようです。勤務時間や交通費な

ど課題もありますが、議員提案

で読書活動推進条例を制定し

たのは横浜市会ですのでしっ

かり応援する責任があります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

ローカルマニフェスト推進

地方議員連盟の研修会が岡山

で開催され、横浜の自民党の条

例制定マニフェストの取り組

みについて、講師として講演と

パネルディスカッションに参

加して欲しいとの依頼があり、

二月の半ば、議会の合間を縫っ

て黒川まさる市議は新幹線で

岡山に向かいました。 

対象が地方議員と議会関係

者とのことで、初めに会場のみ

なさんに新幹線の中で考えた

という質問がありました。 

 

『あなたはなぜ、 

今の仕事をしているのですか』 

お金がもらえるから 

暇がつぶせるから 

さまざまな出会いがあるから 

誰かに喜んでもらいたいから 

誰かに褒められたいから 

しあわせになりたいから 

家族をしあわせにしたいから 

まわりの人をしあわせにしたいから 

世の中を変えたいから 

世界を平和にしたいから 

 

様々な答えに手が挙がってい

ましたが、議会人としての原点

をみなさんが意識するきっか

けになったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

『横浜自民党マニフェスト・議員提

案条例による政策実現』 

１.地方議会の変化・改革の芽 

２.横浜自民党の政策実現手法 

３.ケーススタディ 

横浜市がん撲滅対策推進条例 

４.まとめ 

として行われた講演は、横浜自

民党だから出来たのではなく、

どこの議会でもしっかり手順

を踏めば改革の突破口を開く

ことは出来るという講演の主

旨で、黒川市議の議員提案条例

の制定による議会改革・執行部

改革を全国に広げようという

思いは受講者に伝わりました。 

 

 

 

 

 ３０年度の予算研究会では、

黒川市議の発案で横浜自民党

は初めてｉＰａｄを活用した

資料の配布・活用を試験導入し

ました。議案審議で議員に配布

される膨大な資料をタブレッ

ト端末に配信すれば紙資料の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北川正恭早稲田大学名誉教

授・川上可児市議会議長・子籠

あきる野市議会議長とのパネ

ルディスカッションでも質問

は黒川市議に集中し、議会改革

に向けた他会派の説得の方法

や守旧派の抑え込み方といっ

た質問に対し「名より実を取る。

自分の手柄にこだわるよりも、

先輩議員に花を持たせる、少数

会派なら会派を超えて同期の

議員と勉強会を開催して多数

派工作をする。」など、黒川市

議の笑いを交えた実践的な回

答にも注目が集まりました。 

その後の懇親会では、岡山県

内だけでなく北九州や高松か

ら来てくれた市会議員のみな

さんたちとも大いに改革論議

で盛り上がりました。 

 

 

 

 

大きな削減 

になるとともにｉＰａｄで過

去の予算との比較、他都市の状

況や様々な検索も可能になり

ます。黒川市議は広報委員長と

して議会のＩＴ改革にも先頭

を切って取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


